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1．　はじめに

　近年のコンピュータの進歩により、より困難で大容量の計算をバーソナルコンピュータ上で行う

ことが可能となっている。筆者らは、以前よりGIS基盤上でポーリングデータ・断面図データな

どのデータペースシステムを開発してきた。

　今回それらのデータに地形標高データ・表層地質データを加えて、地盤・地質構造の3次元化を

試みた。本報告では、GISと地盤情報を利用した3次元地質情報処理の方法を紹介する。

2．ボクセルデータ

　ボクセルデータとは、XYZ方向の最小グ・リット間隔を1単位とした直方体であり、各ボクセル

に対しては1つの属性情報を与えることができる。図一1にボクセルモデルの概念図を示す。
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図一1ボクセルモデルの概念図

3．地質3次元モデル（ボクセルモデル）の作成手順

　あるダムサイトをモデルに地質3次元モデル（ボクセルデータ）を作成するにあたって、今回は図

一2の手順で行った。

（1）ボーリングデータの入力

　このモデルサイトではすでに2次調査まで行われ、ポーリングデータが約120本存在した。そこ

でボーリングデータのデータベース化を行った。データベース化を行った項目は、N値・標高値

・岩種区分・地質時代区分の4項目である。図一3にボーリング位置図を示す。

（2）地形標高データの作成

　本システムでは、地形標高メッシュデータを作成する機能を備えている。

　このモデルサイトでは、1／2000地形図上の等高線図から高さを拾うことによって標高離散点デ

ータを約40000点作成し、最適化法を用いてメッシュデータへ変換した。図一4は地形標高メッ

シュデータを鳥鰍表示したものである。メッシュ間隔は、5mである。

＊中央開発株式会社

一45一



（3）表層地質区分データの作成

　すでに作成された丁㍉1｝；き表層地質図をスキャナーで　　　　　　　　　　．　　　　，
読みユ肋、本シ。テム1，に跡して表κ弛質図のデジ　　ボーリンクデータの人力

タル化（メッシュ化）を行った。ここで表層地質区分

データは，地質3次元モデルの地表面境界に川いる。

図一5に劫地駆ク♪データを示す。　　　　　　地形翻データの作成
（4）地質断面図の作成

上記のポーリングデー’タ・地形標高データ・表層地質

区分データを用いて地質断面図を作成した。断面線は　　　　表層地質区分データの作成

格子状に分布し、約30断面作成した。図一6に作成し

た地質断面図の1例を示す。

本システムでは、地質断面図の作成ツールを外部アブ　　　　　　地質断面図の作成

リケーションとして持ち、地図上で指定した断面線に

対応した断面図の地層線・地層断面をCAD的に作成す

ることができる。また、作成した断面図をデータベー　　　　仮想ボーリングデータの作成

ス化することによってパネルダイアグラム（図一7）と

して表示することも可能である。

⑤仮想ボーリングデータの作成

。漂㌣【㌃㌫㌶㌶‘㌶膓㌫ξ　…セルデー…作成
制御する目的で設定し、ボーリングデータと同精度で

計算に使用した。今回、約750本の仮想ボーリングを　　　　　　　　　　　　　一

作成した。　　　　　　　　　　　噺データの検証
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一2作成手順

ボーリングデータの人力

地形標高データの作成

表層地質区分データの作成

地質断面図の作成

仮想ボーリングデータの作成

　地質3次元モデル

iボクセルデータ）の作成

解析データの検証

図一3ボーリング位置図
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図4標高データの鳥敵表示

図一5表層地質図の重ね合わせ表示

図一6地質断面図
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図一7パネルダイアグラム表示

4．地盤の可視化

地質3次元モデル（ボクセルデータ）は、パネルダイアグラムにより囲まれた領域を上記のボーリングデ

ータ他5つのデータを用いて、最適化原理の内挿する手法で作成した。

　また計算終了後、以下の処理を行っている。

①地形標高メッシュデータと重合せ、最上面を地形標高データに一致させる。

②各地層に優先度をつけ、地層の逆転を抑制する。

その推定結果を図一8に示す。G・Cubeでは、地質3次元モデルを表示するシステムとして「地盤可視化

システム（CubeGV3D）」（以下CubeGV3D）を用意している。

図一8地質3次元モデル（ボクセルモデル）の表示
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CubeGV3Dは、地質3次元モデルを任意の単一平面で切断することができる。図一9に地質3次元モ

デルを鉛直に切断した例を示す。

鉛直平面で切断する方法は、平面図上で切断したい断面線をラインで引くことによって選択する方法で

ある。また、水平断面で切断する方法は，切断したい深度を入力する方法である。

a）地質3次元モデルの表示（切断前・後）

b）切断面の表示

図⇒9地質3次元モデルの切断表示

5．今後の開発予定

　今回、GIS基盤上でボーリングデータや地形標高データなどの地盤情報のデータベース化を行

い、それらのデータを用いて、地盤の可視化を行った。今後、以下の機能強化を考えている。

　●走向傾斜データ・露頭データの取り込み

　　データベース機能。

　　走向傾斜データ・露頭データを用いた表層地質図、地質断面図の作成支援機能。

　●クリキング法の組み込み

　　統計的手法の取り込み。

　●地盤可視化システムの機能強化

　　トンネルなどのくり貫き切断機能。

　　掘削した土の：ヒ量計算。

　　切断した切断面のDXFファイルへの掃き出し機能。
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6．G・Cubeの部外発表論文リスト

①rGISを基盤とした統合地盤情報管理システムの利用例」，土と基礎，48－1，2000年1月．（投稿

　中）

②「GISを利用した地盤情報データベースの活用事例」，土木学会第54回年次学術講演会，1999年9月

　（投稿中）

③「ボクセルモデルを用いた地盤可視化への適用性に関する研究」，第34回地盤工学研究発表会，

　1999年7月．

④「地盤情報の高度利用を目的としたPC用GISの活用」，日本情報地質学会秋季シンポジウム’98，1998

　年11月．

⑤「GISを利用した地盤情報データベースのシステム開発」，土木学会第53回年次学術講演会，1998年

　10月．

⑥「地盤情報データベースシステムの実用化と有効活用事例」，第33回地盤工学研究発表会，1998年7

　月．

⑦「地盤資料の有効活用を目的とした地盤情報データへ’一スシステムの開発と実用化」，第32回地盤工学研

　究発表会，1997年7月．

⑧「総合地盤情報データへ’一スシステムを対象としたPC用のソフト開発と実用化に関する研究」，土木学会第

　51回年次学術講演会，1996年9月．

⑨「地盤・敷地・施設データベースシステムの開発と実用化について」，第30回土質工学研究発表会，1995年

　7月．

⑩「阪神大震災における被災度調査と地盤情報のデータへ’一ス化」，土と基礎，44－3，1996年3月．

　　　　　　　　　　　　　　　　　G－Cubeホームページ：http：〃g－cube．ckcnet．cojp／
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